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lD04 日本の各大学における 国際研究ネットワーク 形成過程 

0 山下泰弘 ( 科学技術振興事業団 ) 孫 媛 ，西澤正巳 ( 国立情報学 研 ) , 
小林信一 ( 筑波大大学研 ) 

1 . はじめに 
今日の研究活動においては、 多様な適用領域と 高度な施設・ 設備、 問題解決に用いる 広範な知識が 要式され、 
1 研究者や 1 研究機関の保有するリソースで 賄いきれないそれらを 補完するために、 研究機関にとって 外部機 
関 との連携は不可欠なものとなりつつあ る。 中でも、 国際連携は世界レベルの 研究を推進する 上で重要視され 
ている。 大学セクタは、 研究活動の中心的存在であ るが、 そこにおける 外部との連携は 研究者個人の 自由意志 
により行われてきたため、 大学単位での 実態把握はなされてこなかった。 しかしながら、 今後、 日本の大学を 
世界レベルの 研究拠点として 位置付けていく 上で、 個月り 大学の持つ国際研究 ネ、 ッ トワークについて 把握する 必 
要 があ るものと考えられる。 本研究では、 我が国の各大学における 国際連携の実態とその 形成過程について 実 
証 的に分析を行い、 各大学の連携戦略に 資する基礎データを 提示したい。 
2. 使用するデータ 

本研究では、 文献 [1] と同様、 ISn 社の NationalCitation  Report 偽 TJ 笘 an  (NCR,J) の 1997  年版を分析 対 象 とする。 NCR.J には、 1981 年から 1997 年 6 月までに ISN 社の 3 つの引用     別データベース (ScienceCitation 
Index 、 SocialScienceCitationIndex 、 Art&HumanitiesCitationIndex) に収録された 我が国の全論文に 
ついてのデータが 含まれている。 NCR-J には原著論文以外にも 多くの文献 種 が含まれているが、 そのうちの 
Article 、 Letter 、 Note 、 Review の 4 種を研究論文と 見なし分析対象とする。 上記の全期間の 論文を分析対象 
とするが、 経時変化を追 う 際には、 第 1 期 (1981.1985) 、 第 2 期 (1986-1990) 、 第 3 期 (1991.1995)  と 5 
年ごとの 3 期に分け、 1996 年以降の論文は 対象外とする。 NCR-J の詳細については、 文献 [1, 2] を参照され 
た い 。 
本研究では、 文献 [1n で分析した我が 国の国際共著論文 69,597 件のうち、 特に日本の大学セクタが 関与する 
論文 56,938 件を対象として 分析を行う。 ここで言う日本の 大学セクタとしては、 広範に教育機関一般を 含め 

  
異表記が存在する。 それらについては 個別に名寄せ 処理を行い集計している。 その際セクタ 分類についても 振 
り 直したため、 文献 [1 における日仏共同研究における 日本の大学セクタ 論文教と若干のずれがあ る。 
3. 大学セクタの 国際連携の概要 

  

著 論文に占める 大学のシェアを 論文数 100 以上の学問分野別に 見ると、 Mathematics (98%) が最も高く 、 

  

表 Ⅰ 日本の大学の 国際共著論文 教 
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期別 で見ると、 全体では 第 1 期の 86% から 80% まで 6 ポイント低下している。 ほとんどの学問分野にお い 

  

向 にあ る。 
次に連携先を 北米 ( アメリカ、 カナダ ) 、 

図 Ⅰ 各学問分野における 国際共著論文の 大学比率 欧州 ( 西欧、 北欧、 東欧 ) 、 アジア ( ア 
ジア・オセアニア ) 、 その他 ( 旧ソ連 、 
中南米、 アフリカ等 ) の 4 地域に分類し、 
地域ごとの連携状況とその 推移を見る。 
北米地域のシェアが 極めて大きく、 国際 
共著論文の 55% を占めているが、 徐々に 
低下傾向にあ る。 一方、 アジア地域は シ 
エ アを上げており、 3 期には 20% に達し 
ている ( 表 2) 。 一方、 連携先の国を 見 
ると、 アメリカ (28,389  件 八 ドイツ 
(4,814 件 ) 、 イギリス (4,385 件 ) 、 カ 
ナダ (3,480  件 ) 、 中国 (2,954  件 ) 、 フ 
ランス (2,744  件 ) 、 韓国 (1,572  件 )  の 
順 となっている ( 表 3) 。 大学セクタは 
我が国の学術論文の 大半を占めるため、 
日本全体と比べて 大きな差は見られな 
ぃが 、 中国と韓国の 順位がやや上がって 
いる。 
4. 各大学の国際連携 
大学別で見ると、 東大 (7.128 件 ) 、 京 
大 (4,821 件 ) 、 阪大 (3,581 件 ) 、 東北大 
(3,153 件 ) 、 名大 (2,373 件 ) 、 九大 (2,274 
件 L 、 北大 (1,980 件 ) と l 日 7 帝大が上位 
を 占め、 東工大 (1,579 件 ) 、 広島大 (1,514   以前同じ 数順位 [21 NCR.J と比較して、 の収録データに 名大と 丸 大 基づき の Ⅱ 頃 位 算が 出逆 し転 たし て 日 本ぃ のる 大が 字 は 論 百一 ま 文同 

順 であ る。 同データに基づく 旧 帝国大学の国際共著率は 、 最も高 
ぃ 東大が 12.0% 、 最も低 い九 大が 8,2% であ る。 
4. 1  各大学の連携売地域 
いずれの大学でも 北米地域のシェアが 最も大きく、 次いで欧州、 
アジアの順となっているが・その 比率は大学ごとにやや 異なって 
いる ( 表 4L 。 上位 3 大学 ( 東京大学、 京都大学、 大阪大学 ) は 、 

いずれも北米が っており、 また必ずしも 55% 前後、 大学セクタ全体で 欧州が 35% 前後と類似した 見た場合のように 分布とな 明瞭 
な 北米地域のシェア 低下を示していない。 むしろ、 アジアの シェ 
ア 増加に伴い、 複数地域間の 連携が盛んになっていると 考えられ 
る 。 4 位の東北大学は 北米地域のシェアが 50% を割っており、 か 
つ 低下傾向を示している。 その一方で、 欧州のシェアが 増加傾向 
を 示しており、 北米から欧州 ヘ ウェイトが移りつつあ る。 アジア 

  

アジアへのウェイト 移行が顕著であ り、 第 3 期にはアジアのシェアが 30% 近くなっている。 
私立の研究大学であ る慶庵義塾大学は、 地大学と比べてアジアの 比率 (9%) が低い。 これは、 次節で示さ 
れるよ う に・ ClinicalMedicine や MolecularBiology&Genetics 等欧米との連携が 多 い 学問分野に特化して 
いることによると 考えられる。 
15 位と 16 位に大学共同利用機関の 岡崎国立共同研究機構と 高エネルギ一物理学研究所が 入っているが、 い 
ずれも北米のシェアが 大きく低下している。 高 エネルギ一物理学研究所は 、 他の機関と異なりアジア 地域の 、 ン 
エ アも明確な低下傾向を 示しており、 第 1 期の 35% から第 3 期の 48% まで欧州のシェアが 大きく増大してい 
る 。 同研究所が対象とする 学問分野の大型施設依存的性質上、 先進諸国との 密な連携がより 重視され、 かっ 最 

  

相対的に欧州との 連携にウェイトを 置いており、 その傾向はより 顕著になりつつあ る。 新潟大学は、 北米との 
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連携が多く、 71% と 20 大学中で最も 大きい。 

表 4  国際共著論文教上位 2 0 大学の連携九地域 

761 65 45 19   

1 期 289  49  27 25   6  九州大学計 -------  2,274 31  21 4 16 百エネル ギ一物理 計一 1 一期 24   

2 期 539  57  28 18   学 研究所 2  期 195  73  40 19   

3 期 1,051  51  33 22   3  期 396  61  48 16 10 

666 58 33 14 6 7  北海道大 - 計 ---  --------  1,980  -------------------,- 53  31  18               17  熊本大学 -.---- 計                                                                             
学 1 期 306  59  31 10   l 期 67 64 28   

2 期 440  55  30 19   2 期 153  59  29 14     
3 期 883  51  33 19   3 期 321  56  34 14   

646 71 26 15   8  東京工業 ------  計 --------  1,579  ------------------------ 45  31  27           18  新潟大学 -----@  計 -                                                                           
大学 1 期 203  60  25 16   I 期 85 79 27   

2  期 340  54  29 24   2 期 167  69  29 20   

3 期 733  43  32 28   3 期 273  74  21 15   

640 53 36 15   9  広島大学 --- 計 -   --- 1,514  - @    49  -@    ---- 36  一 ----- 24    -@  7  19  金沢大学 - 計 -                                                                               
1 期 227  51  28 26   1 期 69 57 26 25   

2 期 374  47  32 27   2 期 155  59  32 12   

3 期 633  48  36 21 10 3 期 284  51  40 12   

623 60 24 20   10  筑波大学   計 ---    -@  11325  - ---- 60  一 ----- 30    ---- 19    -- 3  一 20  日本大学 --- 計                                                                               
1 期 193  69  24   1 期 84  76  13 12   

2  期 338  61  38 20   2 期 162  58  26 21   

3% 韓 計 583  58  28 20     3 期 279  59  24 21     
法 )  計は各期の計ではなく 1981 ～ 1997 年までの合計 

4. 2  各大学における 国際共著論文の 学問分野構成 

当然のことながらこれらにウェイトを G ㏄ 国 ㎞ 際 ㎝ 共 善郎 論 。 -- 丈 I m の Ⅲ 多 ㎎ 寡 l ｜ 。 ま 、軒 各等 は 人 勃 国 道 射 夫 点 臣著 置率 くの 学割 浮 間 分間 野分 の 野 性で 質あ にり 負、 う ところが大きい。 Astrophysics や 

  

立 化について分析を 総合大学の日本大学の 行う。 4 AI 大学を例に、 指標は、 学問分野ごとに AK(activityindex) 国の研究活動の 指標を用いて 活性度を測る 学問分野ごとの 指標であ 国際共著状況とその り、 分子に対象国 変 
における当該学問分野の 論文教比率、 分母に世界全体で 見た当該学問分野の 論文教比率を 取るものであ る。 こ 
こでは、 大学の国際連携の 活性度を測るため、 分子に対象大学における 当該学問分野の 論文教比率、 分母に日 
本の国際共著論文全体における 当該学問分野論文の 比率を取ることとする。 なお、 本分析では、 大学セクタの 
国際共著論文教 が 1,000 以上の 1 6 分野を対象とする。 
(]) 大阪大学 
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